
旭ヶ丘キリストの教会
主 日 礼 拝 順 序

２ ０ ２ ０ 年 ８ 月 １ ６ 日
司 会 ： 千 田 俊 昭
奏楽：千田祥子

黙 祷 一 同

讃 美※ 聖 歌 4 3 3 「 悩 め る 人 々 」 一 同

主の 祈 り※ （ 聖 歌 表 扉 ま た は 讃 美 歌 564番 を ご 覧 く だ さ い ）

讃 美 聖 歌 47 2「 き よ い ふ み は 教 え る 」 一 同

教会 学 校 紙芝居 「エルサレムを建て 直す」

讃 美 聖 歌 3 9 4 「 ひ と り の 御 子 を 」 一 同

聖書 朗 読 エレミヤ52:1-9

奨 励 エレミヤ書の福音(最終回) 牧 師

主 題 「それでも共にいる神様」

讃 美 聖 歌 6 2 0 「 新 し き 地 に 」 一 同

献 金 献金 と 感謝 の 祈 り

聖 餐

頌 栄※ 聖 歌 3 7 8 「 栄 え あ れ や 」 一 同

祝 祷※ 牧 師

来週 の 箇所 ヨハネによる福音書 19:1-15
※ 印 の と こ ろ で は 御 起 立 下 さ い 。

☆ は じ め て 集 会 に お い で の 皆 様 。 心 か ら 喜 び 、 感 謝 し て お 迎 え 申 し あ げ ま す 。
し か し 、 初 め て の 方 に 無 理 な 勧 誘 を す る よ う な こ と は 、 一 切 い た し ま せ ん 。
む し ろ 、 そ っ と し て お き た い と 思 う わ け で す 。 そ の 態 度 を 冷 淡 や 不 親 切 と
誤 解 な さ ら な い で 下 さ い 。

☆ 私 た ち は 何 派 に も 属 さ な い ク リ ス チ ャ ン 個 人 の 自 由 な 交 わ り の 教 会 で す 。
聖 書 を 学 び 、 キ リ ス ト に 信 頼 し 、 キ リ ス ト が 与 え て く だ さ る 神 の 義 を 何 よ り
大 事 に し 、 信 じ る 者 同 志 が 兄 弟 姉 妹 と し て 受 け 入 れ 合 う 群 れ で す 。

☆ 献 金 は 神 へ の 感 謝 と し て 、 各 自 が 自 由 意 志 で 行 う も の で す （ ２ ｺﾘﾝﾄ9:7）。
入 り 口 に 献 金 箱 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

☆ キ リ ス ト 教 に つ い て 、 あ る い は ど ん な 質 問 で も 、 い つ で も 遠 慮 な く 牧 師 に
ご 相 談 下 さ い 。

☆ 第 二 礼拝後、軽食を用意してありますので、お時間のある方はどなたでも、
ご 自 由 に お 召 し 上 が り 下 さ い 。

☆ 二 階 に 教 会 図 書 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

旭ヶ丘キリストの教会 ニュース

《 今 週 の歩 み 》
８ /16(日 )聖 日 礼 拝

/17(月 )
/18(火 )
/19(水 )
/20(木 )10:00聖 研
/21(金 )
/22(土 )13-16子供ｵｰﾌﾟﾝﾊｳｽ

《 祈 りの 課 題》
① コロ ナ 禍の 終 息の た めに
② 礼拝 に 来れ な かっ た 人々 の た めに
③ 教会 学 校の 子 供た ち も救 わ れ ます よ うに

良 書 ハ イ ラ イ ト ｢信 仰 ｣⇒ ｢思 考 ｣⇒ ｢実 行 ｣
弁護士 ・ さ さ き みつお (｢新 生 宣教団 ﾆｭｰｽ｣よ り )

難 し い 問 題 が起きると 、普通はあわてて 、まず思いついた解決策

を ｢実行 ｣してみる 。いろいろ ｢実行 ｣してもうまくいかないと焦っ て 、

ど う し た ら よ いのかを ｢思 考 ｣し てみる 。 い く ら 考 えてや ってみても

う ま く い か な い 時 に 、 初 め て 神 に 祈 り ｢信 仰 ｣に よ っ て 解 決 し よ う

とする 。 で も 、 これは順序が逆なのである 。

｢思考｣に基づかない｢実行 ｣は、問題に対応しているのではな く 、 反

応しているに過ぎない 。 ｢下手な鉄砲 、数打ちゃ当たる ｣式または「犬

も歩けば棒に当たる 」式で 、 ほとんどの場合 、 問題を正しく 解決でき

ない。宝くじを買うように 、 「まぐれ当たり 」を期待するからである 。

｢信 仰 ｣に 基づかない ｢思考 ｣は 、 かえって問題をこじらせて し ま う

こ と が 多 い 。 人 間 の 狭 い ｢思 考 ｣は 、 時 空 を 越 え た 大 局 的 、 総 合 的
な是非の 判断が出来ない か ら で あ る 。 ｢思 考 ｣だ け に 頼 っ て 問 題 を
解 決 し よ う と す る と 、 「 策 士 、 策 に お ぼ れ る 」 で 、 往 々 に し て
「 忠な らん と欲すれば孝な らず 、 孝な ら んんと欲すれば忠な らず 」
のジ レ ンマに陥 って しま う 。
「 す べ て信仰によらない こ とは 、罪 である 」 (ロ ーマ 14 :23)

問 題 の 正 し い 解 決 の プ ロ セ ス は 、 ま ず ｢信 仰 ｣に よ っ て 神 か ら

正 し い 導 き き を い た だ い て 、 次 に ｢思 考 ｣に よ っ て そ れ を 実 現 す る

方 法 を 考 え 、 最 後 に 勇 気 を も っ て そ れ を ｢実 行 ｣す る こ と で あ る 。

本 当は ｢信 仰 ｣も ｢思 考 ｣も ｢実 行 ｣も 、 そ れぞれに神の助けが必要な

のである 。
こ の よ う に 、 ｢信 仰 ｣⇒ ｢思 考 ｣⇒ ｢実 行 ｣のプ ロ セ ス を 正 し く 踏 む

ようにすると 、神による問題の素晴らしい解決を見ることが出来る 。
｢心を尽くして主に依り頼め、自分の悟りに頼るな｣(箴言3:5)


